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令和６年６月三種町議会定例会会議録 

 令和６年６月１１日三種町議会を三種町議会議場に招集した。 

 

一、出席した議員は、次のとおりである。 

     １番  畠 山 勝 巳    ２番  三 浦   敦 

     ３番  高 橋   満    ４番  平 賀   真 

     ５番  成 田 光 一    ６番  遠 藤 勝 昭 

     ７番  児 玉 儀 広    ８番  森 山 大 輔 

     ９番  伊 藤 千 作   １０番  清 水 欣 也 

    １１番  荒 谷 要 伸   １２番  三 村   眞 

    １３番  小 澤 高 道   １４番  堺 谷 直 樹 

    １５番  加 藤 彦次郎 

 

一、欠席した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、遅参した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、早退した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、地方自治法第１２１条の規定により、説明員として出席を求めた者並びに委任を受

け出席した者は、次のとおりである。 

 

町 長  田 川 政 幸  副 町 長  檜 森 定 勝 

総 務 課 長  三 浦  保  企 画 政 策 課 長  加 藤 登 美 子 

税 務 課 長  石 井  透  町 民 生 活 課 長  後 藤 一 家 

福 祉 課 長  清 水  真  健 康 推 進 課 長  小 松  仁 

農 林 課 長  小 玉 賢 一  商工観光交流課長  清 水 秀 文 

建 設 課 長  児 玉 憲 一  上 下 水 道 課 長  嶋 田 修 一 

琴 丘 支 所 長  鎌 田  誠  山 本 支 所 長  内 藤 英 子 

会 計 課 長  皆 川 和 華 子  教 育 長  藤 田 良 博 

教 育 次 長  牧 野 誠 一  農業委員会事務局長  見 上  貢 

 

一、本会議の書記及び職務のため出席した職員は、次のとおりである。 

議 会 事 務 局 長  後 藤 芳 英  議 会 事 務 局 主 査  池 内 和 人 

議 会 事 務 局 主 事  畠 山 夏 海     
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一、本日の会議に付した事件 

 第 １ 会議録署名議員の指名 

 第 ２ 会期の決定 

 第 ３ 諸般の報告 

 第 ４ 町長の行政報告 

 第 ５ 常任委員会委員の選任について 

 第 ６ 議会運営委員会委員の選任について 

 第 ７ 議会改革特別委員会の設置について 

 第 ８ 能代山本広域市町村圏組合議会議員の選挙について 

 第 ９ 三種・八峰養護老人ホーム組合議会議員の選挙について 

 第１０ 報告第 ４号 令和５年度三種町一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告 

            について 

 第１１ 報告第 ５号 令和５年度三種町一般会計予算事故繰越し繰越計算書の報告 

            について 

 第１２ 同意第 １号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第１３ 同意第 ２号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第１４ 同意第 ３号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第１５ 同意第 ４号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第１６ 同意第 ５号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第１７ 同意第 ６号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第１８ 同意第 ７号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第１９ 同意第 ８号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第２０ 同意第 ９号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第２１ 同意第１０号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第２２ 同意第１１号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第２３ 同意第１２号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第２４ 同意第１３号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第２５ 同意第１４号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第２６ 同意第１５号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第２７ 同意第１６号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第２８ 同意第１７号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第２９ 同意第１８号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第３０ 同意第１９号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第３１ 同意第２０号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第３２ 同意第２１号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第３３ 同意第２２号 三種町農業委員会委員の任命について 

 第３４ 同意第２３号 三種町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 第３５ 同意第２４号 三種町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 第３６ 同意第２５号 三種町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 第３７ 令和６年度補正予算議案（議案第３９号から第４１号まで）の一括上程 
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 第３８ 条例議案（議案第４２号から第４５号まで）の一括上程 

 第３９ 単行議案（議案第４６号から第４８号まで）の一括上程 

 

議長 加藤彦次郎は、令和６年６月１１日、出席議員が定足数に達したので、本会議を

開会する旨宣告した。（午前１０時００分 開会） 

 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 おはようございます。 

 ただいまから令和６年６月三種町議会定例会を開会します。 

 ただいまの出席議員数は１５名であり、定足数に達しています。 

 本日の会議を開きます。 

 日程第１．会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員には、会議規則第１２４条の規定により３番、高橋 満議

員及び４番、平賀 真議員を指名します。 

 日程第２．会期決定の件を議題とします。 

 本定例会の会期は、本日から６月１４日までの４日間にしたいと思います

が、これにご異議ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、会期は本日から６月１４日までの４

日間とすることに決定しました。 

 日程第３．諸般の報告を行います。 

 町長より、事件訂正請求書に記載した議案について、訂正したいとの申出

がありましたので、会議規則第９条第１項ただし書の規定により、議長にお

いてこれを許可しました。 

 町長より、法人の経営状況等の報告がありました。 

 監査委員より、定期監査及び例月出納検査の結果に関する報告がありまし

た。 

 議長からは、当局に対し本定例会への説明員の出席を求めています。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 日程第４．町長の行政報告を行います。 

 町長の発言を許します。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 おはようございます。 

 ６月議会定例会の開会に当たり、３月議会定例会以降の町の動きなど町政

の概要をご報告申し上げ、議員各位及び町民各位のご理解とご協力を賜りた

いと存じます。 

 それでは、企画政策課関係から順次、ご報告申し上げます。 

 初めに、本町のＤＸ推進のため、シー・スリー・アイ株式会社秋田デジタ

ルイノベーションセンター長の九島正広氏を、昨年度に引き続きＣＩＯ補佐
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官として委嘱いたしました。今年度もデジタル技術を活用した住民の利便性

向上や職場の業務改革等について、専門的見地で助言をいただきながらＤＸ

を推進してまいります。 

 次に、地域おこし協力隊についてご報告いたします。 

 新たに地域おこし協力隊として高木優喜さんが４月１日に着任し、町の魅

力発信を担当いただくことになりました。 

 なお、高木さん以外に現在２名の地域おこし協力隊から活動いただいてお

りますが、今年度で３年間の任期を終える予定となっております。 

 続きまして、税務課関係についてご報告申し上げます。 

 令和６年度の課税状況について申し上げます。 

 既に課税済みの軽自動車税の調定額は、前年比０．９１％増の６，６６５

万９，０００円、固定資産税は今年度評価替えの年で、前年比１．９２％減

の７億７，９６３万９，０００円となっております。 

 また、収納については、スマートフォンやパソコンを使用しインターネッ

トバンキングやクレジットカード払いが可能となっており、ホームページや

広報等により納付方法を周知し、収納率の向上に努めてまいります。 

 続きまして、町民生活課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、火災発生状況について申し上げます。 

 ３月から４月にかけ、穏やかな天候に恵まれたことから、空気が乾燥し火

災が起こりやすい状況となりました。この間、２件の原野火災と３件の建物

火災が発生しております。町民の皆様には、引き続き火の元、火の取扱いに

は十分注意いただきますようお願い申し上げます。 

 次に、４月２１日に行われた八郎湖クリーンアップについて申し上げま

す。 

 八郎湖周辺自治会４９８名の皆様からご参加いただき、軽トラック３３台

分の可燃・不燃ごみを回収しております。ご参加いただいた皆様に感謝申し

上げ、今後も八郎湖を含む町内の環境美化にご協力をお願い申し上げます。 

 次に、５月２６日の県民防災の日に行われた防災訓練について申し上げま

す。 

 今年は湖北小学校を会場に、大地震が発生し建物が倒壊したことを想定

し、鵜川地区住民と消防団、消防署の参加により、救助訓練、避難所設営・

運営訓練などを行いました。また、当日は４１年前に日本海中部地震が発生

した日でもあり、津波犠牲者を追悼するため、釜谷浜の慰霊碑前で遺族・釜

谷自治会関係者が参列し追悼式を行っております。今後も犠牲になられた

方々を悼み、この教訓を末永く次世代に伝えていきたいと考えております。 

 続きまして、福祉課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、物価高騰の影響を踏まえた生活支援策等の実施状況について申し

上げます。 

 国の経済対策による物価高騰対策給付金につきましては、令和５年度住民

税非課税の２，２４２世帯に対し１世帯７万円、総額１億５，６９４万円を
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支給し、事業を完了しております。 

 本給付金に上乗せして支給する県補助事業による灯油購入費緊急助成給付

金につきましても１世帯８，０００円、総額１，７９３万６，０００円の支

給を完了しております。 

 また、低所得世帯への支援拡大を図るため、令和５年度住民税均等割のみ

課税世帯に対し１世帯１０万円と、低所得世帯の児童１人につき５万円を支

給する追加給付金として、総額５，１２０万円の支給を行っております。 

 このほか、社会福祉施設の運営を支援するため、町内の介護保険施設３７

か所、障害者支援施設１１か所、保育所等３か所に対し、県補助事業である

福祉施設等物価高騰対策事業により、総額７７２万円の助成を行ったところ

であります。 

 物価高騰対策の実施状況は以上でありますが、昨年１１月２日に閣議決定

されたデフレ完全脱却のための総合経済対策による措置といたしまして、令

和６年度から新たに住民税非課税または均等割のみ課税となる世帯に対し１

世帯１０万円と、当該世帯の児童１人につき５万円を支給する物価高騰対応

重点応援給付金事業を実施するため、今定例会に関係予算を計上いたしてお

りますので、よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 次に、災害時における福祉避難所の設置に関する協定の締結について申し

上げます。 

 ５月２０日、町内で介護老人福祉施設を運営する社会福祉法人琴丘ふくし

会、双山会及び八竜山本ふくし会の３法人と災害時における福祉避難所の設

置に関する協定を締結いたしました。 

 協定内容は、地震や風水害等の大規模な災害が発生した際に、一般の避難

所では避難生活を送ることが困難な高齢者、障害者等の要配慮者が安心して

避難生活を送れるよう、法人が運営する特別養護老人ホーム内に福祉避難所

を設置・運営することについてご協力をお願いするものであります。 

 今回の協定締結により、福祉避難所の機能面と収容可能人数の充実が図ら

れ、災害時の避難支援体制が強化されることになりますので、今後は福祉避

難所の設置・運営が円滑に行われるよう、社会福祉法人との意見交換や訓練

の実施に努めてまいります。 

 続きまして、健康推進課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、三種町こども家庭センターの設置について申し上げます。 

 児童福祉法の改正により、全ての妊産婦、子育て世帯、子供に対する相談

支援体制の強化を目的として、こども家庭センターの設置が努力義務として

定められたことを踏まえ、４月１日、子育て交流施設みっしゅ内に三種町こ

ども家庭センターを設置し、相談支援体制の強化を図っております。 

 なお、４月１日における県内のこども家庭センターの設置状況は、２５市

町村のうち１１市町村に設置されており、能代山本地域では本町のみとなっ

ております。 

 次に、国民健康保険事業について申し上げます。 
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 国民健康保険の財政運営につきましては、国保加入世帯及び被保険者が

年々減少している反面、先進医療技術の高度化などにより１人当たりの医療

費は年々増加し、単年度収支は赤字状態が続くなど厳しい財政運営となって

おります。 

 こうした状況を踏まえ、５月２１日に開催しました国民健康保険運営協議

会において、国保税の算定方式及び税率の見直しについて審議いただいたと

ころであります。 

 算定方式については、第３期秋田県国民健康保険運営方針に基づき、資産

割を廃した所得割、均等割、平等割の３方式に見直すこととしております。 

 税率については、医療費の推移、財政状況、加入世帯数、被保険者数及び

総所得金額を総合的に勘案し、将来にわたり安定した財政運営を図る上で必

要となる財源に見合った税率に見直すこととしております。 

 以上を踏まえまして、今定例会に国民健康保険税条例の一部改正案を上程

いたしておりますので、よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 続きまして、農林課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、令和５年産の収入減少影響緩和交付金のナラシ対策は、米穀につ

いては令和５年産の収入が標準的収入額を上回ったことから発動されません

が、大豆については大幅に下回ったことから発動が決定され、加入者に対し

て今月中に交付される予定となっております。 

 令和６年産においても、異常気象による減収等を想定し、セーフティー

ネット対策であるナラシ対策、収入保険制度、水稲共済等への加入を働きか

けてまいります。 

 次に、今年度の水稲の作付状況について申し上げます。 

 農家から提出された水稲生産実施計画書を集計した結果、主食用米作付面

積が３，７６０ヘクタール、大豆が６３３ヘクタール、加工用米が１３ヘク

タール、ホールクロップサイレージ用稲が７１ヘクタール、輸出用米が１２

ヘクタール、備蓄米が１０３ヘクタールとなっており、昨年と比べ主食用米

の作付面積が１１ヘクタールほど減少しておりますが、引き続き非主食用米

への切替えを働きかけているところであります。 

 今後は、転作等産地交付金対象作物の現地確認を６月１４日まで実施し、

６月２４日から２日間、経営所得安定対策の加入申請受付を行う予定として

おります。 

 次に、有害鳥獣被害対策について申し上げます。 

 現在、秋田県内全域においてツキノワグマ出没に関する警報が発令されて

おります。 

 町内においては、５月１８日に森岳字石倉沢地内で人身被害が発生してお

ります。この対応といたしまして、５月１９日に鳥獣被害対策実施隊による

状況確認を行い、箱わな、注意看板の設置、防災行政無線による町民への注

意喚起、周辺の巡回等を行っております。今後も、関係機関との連携を図り

ながら、被害防止に努めてまいります。 
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 続きまして、商工観光交流課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、令和５年度の原油価格・物価高騰対策について申し上げます。 

 住民税課税世帯に対し、１世帯当たり２万円の燃料購入助成券を交付する

燃料購入助成券交付事業は、４，０５８世帯に助成券を交付し、使用総額は

８，０２３万８，０００円となっております。 

 次に、令和５年度の雇用対策関係について申し上げます。 

 地域雇用創出推進事業の事業実績は、交付件数４１件、交付金額１，３２

８万３，０００円でありました。内訳は、新規雇用奨励事業が１６件、３４

４万円、店舗等新築・増改築事業が４件、７９万３，０００円、機械設備投

資事業が１８件、６３７万５，０００円、起業支援事業が２件、２５１万

円、異業種参入支援事業が１件、１６万５，０００円となっております。な

お、工場誘致等奨励事業については申請がありませんでした。 

 次に、資格取得支援事業の事業実績は、交付件数５７件、交付金額３４１

万５，０００円となっております。 

 両事業とも今年度も継続して実施していくこととしており、雇用の維持・

拡大及び町内事業所の業績向上につながっていくことを期待しているところ

であります。 

 次に、プレミアム付商品券発行事業について申し上げます。 

 今年度も商工会が事業主体となりプレミアム付商品券を発行いたします。

発行総額は２億２，０００万円で、プレミアム率１０％とし、多くの方にご

購入いただけるよう、昨年同様、１人当たりの購入限度額を５万円とし、１

世帯当たり３名までの購入としております。 

 商品券の購入は事前申込みとし、申込締切日を６月１７日、販売期間は７

月５日から８月３０日、利用期間は７月５日から１２月３１日までとしてお

ります。 

 次に、観光協会主催の惣三郎沼公園桜まつりについて申し上げます。 

 桜まつりは４月１４日に開催され、町内外から多くの親子連れなどが訪

れ、大盛況のうちに終えております。また、４月１０日から４月３０日の期

間には桜のライトアップを行い、多くの方々が訪れておりました。ライト

アップ期間中「桜色の扉」を設置し、ＳＮＳ等での多くの反響があり、観光

資源のＰＲにつながっております。 

 次に、町出資法人の経営状況について申し上げます。 

 令和５年度決算報告では、ゆめろんは、宴会等の利用がコロナ前に戻りつ

つありますが、国や県の宿泊助成制度が終了したことにより、業務改善を

行ったものの、宿泊者が大幅に減少したことにより、約１６１万４，０００

円の赤字決算となっております。 

 ゆうぱるは、入館者及び宿泊者等の増加はありましたが、施設の老朽化に

よる機器の不具合により燃料費及び光熱水費が増加し、約５４万９，０００

円の赤字決算となっております。 

 さんばりおは、国、県の飲食関係の支援制度が終了したことにより、レス
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トランの売上げが減少し、また原材料費高騰の影響を受け、約２５４万６，

０００円の赤字決算となっております。 

 今後は、各施設ともサービスの向上と営業の強化及び経営の回復、改善を

図ってまいります。 

 なお、決算報告書等は経営状況等を説明する資料として今定例会に提出い

たしておりますので、ご参考にしていただきたいと思います。 

 続きまして、教育委員会関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、統合中学校関係について申し上げます。 

 統合中学校建設に係る用地取得につきましては、５月の議会臨時会におい

て土地の取得について可決いただいた後、所有者と売買契約を締結しており

ます。 

 工事関係では、既存建物解体工事及び擁壁補修工事に着手しており、今後

は、校舎棟等建築工事、グラウンド整備・のり面保護工事及びテニスコー

ト・駐車場整備工事を順次発注していく予定としております。 

 工事期間中は山本中学校を利用する方や付近を通行する方にご不便をおか

けいたしますが、安全確保に十分配慮し工事を進めてまいりますので、ご理

解とご協力をお願い申し上げます。 

 次に、小・中学校検討委員会につきましては、５月２２日に令和６年度第

１回目の会議を開催し、これまでの経緯と今年度協議する内容などについて

確認しております。 

 今年度は総務部会、教務部会、事務部会の３つの部会により、開校に向け

た校章や校歌、スクールバス運行、校訓、教育目標、部活動、教材、備品な

どについて協議を行っていくことにしております。 

 なお、校章につきましては、町内に住所を有する方及び町内の小中学校に

在籍する児童生徒と教職員から公募し、令和７年３月をめどに決定すること

としております。 

 校歌につきましては、作詞を能代山本地域でも数多くの実績がある三種町

在住の見上 司氏に依頼することを決定し、作曲については、見上氏からゆ

かりのある方をご紹介いただいた後、作曲者を選定していくことにしており

ます。 

 このほかに統合中学校関係では、４月に三種町出身で元衆議院議員の髙松

和夫氏から、統合中学校で活用していただきたいとのことで、髙松氏の奥様

であります東京音楽大学名誉教授市川倫子氏が愛用しておりましたグランド

ピアノ１台を寄贈いただきました。なお、グランドピアノは新校舎完成まで

山本中学校で活用させていただくことにしております。 

 次に、部活動地域移行関係について申し上げます。 

 部活動地域移行につきましては、国の学校部活動及び新たな地域クラブ活

動の在り方等に関する総合的なガイドライン及び県の秋田県における部活動

の地域移行推進計画に基づき本町でも検討を行ってきております。 

 これまでの経緯としましては、令和６年２月に三種町立中学校部活動地域
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移行検討委員会を組織し、５月には令和６年度第１回目の検討委員会を開催

し、現状と地域移行の方法などについて協議を行っております。 

 部活動地域移行は、生徒の多様な部活動の機会創出や学校の働き方改革な

どにつながるものでありますが、外部指導者の確保や大会参加機会の確保、

運営方法など課題も山積していることから、今後も検討委員会で協議を重ね

ながら、関係機関や各種団体との連携も図りながら取り組んでまいります。 

 次に、生涯学習関係について申し上げます。 

 ５月３１日に、令和６年度みたね大学開講式を山本公民館で開催しており

ます。開講式には４５名の学生から出席をいただき、全体学習会では、秋田

県立近代美術館学芸主事の北島珠水氏と奈良 香氏をお招きし、キンビ・

アートカードを使った鑑賞活動についてご講話をいただきました。 

 みたね大学は、今年度全体会４回とコース別学習会６講座を予定しており

ます。 

 次に、学校給食費無償化について申し上げます。 

 学校給食費につきましては、４月から全ての児童生徒の無償化を実施した

ところでありますが、免除申請を受付した結果、５月１日現在、小学生４１

４名、中学生２５８名、合計６７２名が対象となり、免除額は３，５４９万

９，０００円を見込んでおります。 

 以上、ご報告申し上げ、行政報告といたします。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 以上で町長の行政報告を終わります。 

 日程第５．常任委員会委員の選任及び日程第６．議会運営委員会委員の選

任を一括議題とします。 

 お諮りします。常任委員会委員及び議会運営委員会委員の選任について

は、委員会条例第６条第３項の規定により、お手元に配付しました名簿のと

おり指名したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、常任委員会委員及び議会運営委員会

委員は、お手元に配付しました名簿のとおり選任することに決定しました。 

 なお、委員会の正副委員長についても、事前申合せのとおり、記載したと

おりとします。 

 日程第７．議会改革特別委員会の設置についてを議題とします。 

 お諮りします。議会改革に関する事項の調査のため、１４名の委員で構成

する議会改革特別委員会を設置し、この特別委員会に調査を付託したいと思

いますが、これにご異議ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、議会改革に関する事項の調査のた

め、１４名の委員で構成する議会改革特別委員会を設置し、この特別委員会
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に調査を付託することに決定しました。 

 お諮りします。本特別委員会は、委員会条例第６条第２項及び第３項の規

定により、議長を除く１４名を委員に選任したいと思いますが、これにご異

議ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、本特別委員会の委員には議長を除く

１４名を選任することに決定しました。 

 日程第８．能代山本広域市町村圏組合議会議員の選挙及び日程第９．三

種・八峰養護老人ホーム組合議会議員の選挙を一括議題とします。 

 今般の常任委員会構成替えに伴い、能代山本広域市町村圏組合議会議員２

名及び三種・八峰養護老人ホーム組合議会議員１名から辞職願が提出されて

おり、選挙による選出が必要です。 

 お諮りします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規

定により、指名推選にしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、選挙の方法は指名推選で行うことに

決定しました。 

 お諮りします。指名の方法については、議長が指名することにしたいと思

いますが、これにご異議ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、能代山本広域市町村圏組合議会議員

２名と三種・八峰養護老人ホーム組合議会議員１名は、議長が指名すること

に決定しました。 

 能代山本広域市町村圏組合議会議員には平賀 真議員及び荒谷要伸議員

を、三種・八峰養護老人ホーム組合議会議員には高橋 満議員を指名しま

す。 

 お諮りします。ただいま議長が指名した３名を各一部事務組合議会議員の

当選人と定めることにご異議ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、ただいま指名しました３名が各一部

事務組合議会議員に当選されました。 

 各一部事務組合議会議員に当選された３名が議場におられます。会議規則

第３２条第２項の規定により、当選の告知をします。 

 当選された３名は、自席で当選の承諾及び挨拶をお願いします。 

 初めに、平賀 真議員。４番、平賀 真議員。 

４番 （ 平賀 真 ） 
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 ただいま能代山本広域市町村圏組合議員に選任されましたので、その職責

を全うするため、鋭意努力してまいりたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 次に、荒谷要伸議員。 

１１番 （ 荒谷要伸 ） 

 能代山本広域市町村園組合議員に当選となりまして、重責を感じておりま

す。任期中は誠心誠意全力を尽くしてまいりますので、どうかよろしくお願

い申し上げます。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 次に、高橋 満議員。 

３番 （ 高橋 満 ） 

 三種・八峰養護老人ホーム組合議員の職責を全うしたいと思います。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 これで各一部事務組合議会議員当選の承諾及び挨拶を終わります。 

 日程第１０．報告第４号「令和５年度三種町一般会計予算繰越明許費繰越

計算書の報告について」及び日程第１１．報告第５号「令和５年度三種町一

般会計予算事故繰越し繰越計算書の報告について」を一括議題とします。 

 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、報告第４号及び報告第５号についてご説明申し上げます。 

 本件は、令和５年度予算における予算の繰越しについて報告するものであ

ります。 

 報告第４号、令和５年度一般会計予算では、物価高騰対策給付金等給付事

業など、民生費から災害復旧費までの１２事業、事業費総額２億７，１９２

万６，０００円を令和６年度に繰り越したものであります。 

 次に、報告第５号、令和５年度一般会計予算事故繰越しは、農地農業用施

設災害復旧事業について、全国的な災害により工事用道路で使用する仮設橋

用の鋼材の不足から、年度内に事業完了することが困難となったため、地方

自治法施行令の規定により、事業費９，５８３万円を令和６年度に繰り越し

たものであります。 

 以上、報告４号及び報告５号についてご報告申し上げます。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 初めに、報告第４号に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

   （ なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 質疑ないものと認め、質疑を終わります。 

 以上で報告第４号を終わります。 

 次に、報告第５号に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 
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   （ なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 質疑ないものと認め、質疑を終わります。 

 以上で報告第５号を終わります。 

 日程第１２．同意第１号「三種町農業委員会委員の任命について」から日

程第３３．同意第２２号「三種町農業委員会委員の任命について」までを一

括議題とします。 

 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、同意第１号から同意第２２号までの三種町農業委員会委員の任

命についてご説明申し上げます。 

 本件は、現農業委員会委員の任期が７月１９日をもって満了となることに

伴い、新たに委員を任命することについて、議会の同意を求めるものであり

ます。 

 委員候補者の募集を行ったところ、定数２２名に対し２５名の応募があり

ました。 

 選考に際しては、農業委員会等に関する法律において、定数の過半数は認

定農業者であること、農業委員会の所掌事項に関し利害関係を有しない中立

委員を含めること、年齢や性別に著しい偏りが生じないよう配慮することが

規定されていることを踏まえ、候補者選定委員会でこれらの要件を総合的に

判断し、本日ご提案させていただく２２名を決定したところであります。 

ご提案申し上げる方は、 

 同意第 １号 工藤 朝鋭 氏 

 同意第 ２号 門間  一 氏 

 同意第 ３号 嶋田  悟 氏 

 同意第 ４号 近藤 幸生 氏 

 同意第 ５号 近藤 勘一 氏 

 同意第 ６号 小玉 幹夫 氏 

 同意第 ７号 金子 英樹 氏 

 同意第 ８号 三浦 英樹 氏 

 同意第 ９号 渡部 整悦 氏 

 同意第１０号 柴田 千津子 氏 

 同意第１１号 田中 武晴 氏 

 同意第１２号 佐藤 久男 氏 

 同意第１３号 髙松  薫 氏 

 同意第１４号 珍田 宇臣 氏 

 同意第１５号 相澤 光博 氏 

 同意第１６号 檜森 茂樹 氏 

 同意第１７号 豊田  實 氏 

 同意第１８号 川上 義英 氏 
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 同意第１９号 田村 公恵 氏 

 同意第２０号 関  昇誠 氏 

 同意第２１号 佐々木 亨 氏 

 同意第２２号 児玉 校也 氏 

以上の方々であります。 

 お手元の資料に、それぞれの方の略歴を載せておりますので、議員の皆様

には、よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 これより同意第１号から同意第２２号までの全てを対象とする質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 

   （ なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 質疑ないものと認め、質疑を終わります。 

 続いて、討論を行います。討論する場合は、同意番号を宣告してから行っ

てください。討論ありませんか。 

   （ なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 討論ないものと認め、討論を終わります。 

 同意第１号「三種町農業委員会委員の任命について」から同意第２２号

「三種町農業委員会委員の任命について」までを一括採決します。 

 本件を同意することにご異議ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、同意第１号から第２２号までは同意

することに決定しました。 

 日程第３４．同意第２３号「三種町固定資産評価審査委員会委員の選任に

ついて」から日程第３６．同意第２５号「三種町固定資産評価審査委員会委

員の選任について」までを一括議題とします。 

 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、同意第２３号から同意第２５号までの三種町固定資産評価審査

委員会委員の選任についてご説明申し上げます。 

 本件は、現固定資産評価審査委員会委員の任期が６月１４日をもって満了

となることに伴い、新たに委員を選任することについて、議会の同意を求め

るものであります。 

 同意第２３号でご提案申し上げる近藤久信氏については平成１８年から、

同意第２４号でご提案申し上げる川村義之氏については令和３年から、固定

資産評価審査委員会委員としてご活躍されている方であります。 

 また、同意第２５号では、新たに青山勇人氏をご提案申し上げるものであ
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ります。 

 お三方とも、略歴にありますとおり豊富な経験と識見を有する固定資産評

価審査委員会委員として適任であると判断し、人選した次第でありますの

で、議員の皆様には、よろしくご審議の上、ご同意を賜りますようお願い申

し上げます。 

 なお、今定例会会期中に、教育長及び教育委員の人事案を追加提案させて

いただきたいと考えておりますので、よろしくご審議のほどお願い申し上げ

ます。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 これより同意第２３号から第２５号までの全てを対象とする質疑を行いま

す。質疑ありませんか。 

   （ なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 質疑ないものと認め、質疑を終わります。 

 続いて、討論を行います。討論する場合は、同意番号を宣告してから行っ

てください。討論ありませんか。 

   （ なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 討論ないものと認め、討論を終わります。 

 同意第２３号「三種町固定資産評価審査委員会委員の選任について」から

同意第２５号「三種町固定資産評価審査委員会委員の選任について」までを

一括採決します。 

 本件を同意することにご異議ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、同意第２３号から第２５号までは同

意することに決定しました。 

 日程第３７．令和６年度補正予算議案（議案第３９号から第４１号まで）

の一括上程を行います。 

 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、議案第３９号から議案第４１号までの、令和６年度補正予算案

等についてご説明いたします。 

 議案第３９号、令和６年度一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれ２億

５，６８８万７，０００円を追加し、予算総額を１２２億５，７７３万７，

０００円とするものであります。 

 初めに、歳出の主なものについてご説明いたします。 

 議会費におきましては、議場用マイク設備６９４万円を追加計上しており

ます。 
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 総務費におきましては、地域おこし協力隊業務２４９万６，０００円、集

会所等施設整備費補助金２５２万２，０００円を増額計上したほか、定額減

税補足給付金事業１億３，７７５万４，０００円を追加計上しております。 

 民生費におきましては、福祉施設センターエアコン取替工事１２８万３，

０００円を増額計上したほか、物価高騰対応重点支援給付金事業６，３２０

万７，０００円を追加計上しております。 

 衛生費におきましては、定期個別予防接種３，９２２万４，０００円を増

額計上しております。 

 消防費におきましては、秋田県総合防災訓練に係る事業費１３０万５，０

００円を追加計上しております。 

 教育費におきましては、小学校施設改修工事１０９万３，０００円を増額

計上したほか、統合中学校地質調査業務３３９万９，０００円を追加計上し

ております。また、山本地域体育施設改修工事２９５万８，０００円を増額

計上しております。 

 なお、人件費におきましては、４月の人事異動等に伴う調整を行っており

ます。 

 続きまして、歳入の主なものについてご説明いたします。 

 国庫支出金におきましては、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金２

億９６万１，０００円を追加計上したほか、消防団設備整備費補助金３９９

万９，０００円を追加計上しております。 

 繰入金におきましては、財政調整基金２，７７６万４，０００円、合併振

興基金４２９万１，０００円を増額計上しております。 

 諸収入におきましては、コロナワクチン定期接種助成金２，７５８万９，

０００円を追加計上しております。 

 以上で一般会計の説明を終わり、次に特別会計の補正予算についてご説明

いたします。 

 議案第４０号、令和６年度国民健康保険事業勘定特別会計補正予算は、歳

入歳出それぞれ６６５万９，０００円を追加し、予算総額を２０億７１３万

７，０００円とするものであり、歳入では、見込みにより国民健康保険税

２，９３５万５，０００円を増額計上したほか、一般会計及び財政調整基金

繰入金、合わせて２，２６９万６，０００円を減額計上しております。 

 議案第４１号、令和６年度下水道事業会計補正予算は、支出補正額におい

て、下水道建設改良費等２９５万６，０００円を増額計上しております。 

 以上が補正予算の概要でありますので、議員の皆様には、よろしくご審議

の上、ご決定を賜りますようお願いを申し上げ、議案説明といたします。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 なお、審議については６月１４日に行います。 

 日程第３８．条例議案（議案第４２号から第４５号まで）の一括上程を行

います。 
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 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、議案第４２号から議案第４５号の条例改正案についてご説明い

たします。 

 初めに、議案第４２号、三種町国民健康保険税条例の一部改正について

は、将来にわたり国民健康保険事業の安定した財政運営を図るため、国民健

康保険税の算定方式、税率等の見直しを行うものであります。 

 次に、議案第４３号、三種町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改

正については、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の

一部を改正する法律の施行に伴い、入居者の資格に関して、所要の改正を行

うものであります。 

 次に、議案第４４号、三種町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部改正及び議案第４５号、三種町地域包括支援センター

の職員等に関する基準を定める条例の一部改正については、関係省令の改正

に伴い、所要の改正を行うものであります。 

 以上が条例案の概要でありますので、議員の皆様には、よろしくご審議の

上、ご決定を賜りますようお願いを申し上げ、議案説明といたします。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 なお、審議については、６月１４日に行います。 

 日程第３９．単行議案（議案第４６号から第４８号まで）の一括上程を行

います。 

 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 議案説明の前に、議案第４６号の記載に一部誤りがあり、議案の差し替え

をお願いしておりますので、お手数をお掛けしますがよろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、議案第４６号から議案第４８号についてご説明いたします。 

 議案第４６号、サンバリオ外部改修工事は、施設の老朽化により劣化した

外壁及び防水シート等の改修を行うものであり、指名競争入札を執行した結

果、町内の成田建設株式会社本店、本店長門間 誠氏と、契約金額５，１７

０万円、工事期限を令和６年１２月２７日とする工事請負契約を締結するも

のであります。 

 次に、議案第４７号、事務用パソコンの購入は、業務で使用する端末の老

朽化等に伴う障害解消を図るためパソコンを購入するものであり、指名競争

入札を執行した結果、能代市の東光コンピュータ・サービス株式会社能代営

業所、所長菅原鶏二氏と、契約金額３，１６８万円、納入期限を令和６年１

２月２０日とする購入契約を締結するものであります。 

 次に、議案第４８号、住民基本台帳ネットワークシステム機器は、現在使

用している住民基本台帳ネットワークシステムが導入後５年を経過し、安定
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した業務の継続性を図るため機器類を更改するものであり、指名競争入札を

執行した結果、秋田市の株式会社アチカ、代表取締役大槻忠則氏と、契約金

額１，２９６万１，８５０円、納入期限を令和７年１月３１日とする業務委

託契約を締結するものであります。 

 以上、工事請負契約及び財産の取得について、地方自治法及び三種町議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定により提

案するものでありますので、議員の皆様には、よろしくご審議の上、ご決定

を賜りますようお願い申し上げ、議案説明といたします。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 なお、審議については６月１４日に行います。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

  

 

                          午前１１時３４分  散 会 
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